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ブロイラーにおける一般的衛生管理マニュアル

Ⅰ 素畜（雛）・飼料

○ 素雛の受け入れマニュアル

【管理基準】

１ 入雛の準備を実施していること。

（１）設備・器材の点検

給餌器、給水器、ブルーダー、ボイラー、換気扇、扇風機、電球、電気系統、

発電器機械設備等

（２）畜産資材の確認

① 餌付け用飼料、ワクチン、薬品、ガス、重油等の数量

② 導入雛の種鶏週齢、搬入日時（発生当日搬入又は翌日搬入）

（３）敷料の搬入、チックガード、予備給温

① 敷料の搬入

敷料は新しくよく乾燥したカビ等に汚染されていない物を使用すること。

② チックガードの管理

チックガードは、給温の方法やブルダーの能力によって広さを変更し、夏は

比較的広く、冬は狭く１ブルダー当たりの羽数を考慮してセットすること。

③ 給温

雛の餌付け時に、敷料（床面）全体が適正な温度であること。

（４）給餌器・給水器の準備

① 給餌器

餌付け用の箱を、用意すること。（グリル付きパンフィーダー・チューブフ

ィーダーの場合、６５～７０羽当たり１個）

② 給水器

餌付け用として、自動給水器、ニップルドリンカーを用意すること。

（６～８羽当たり１個）

２ 雛到着日の舎内環境等に異常がないこと。

（１）温度管理

温度計は適切な位置にセットされており、舎内温度及び敷料内部温度が適切に

保たれていること。

（２）湿度管理

ガード内湿度が適切に保たれていること。

（３）給水管理

給水器の数量・配置は適当なこと。また、飲み水の温度は約１５度に温まって

いること。
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（４）その他

練り餌の準備が適切にできていること。

３ 搬入する雛は、サルモネラ検査を定期的に実施している種鶏場由来の雛で、その

検査結果が添付されていること。

４ 搬入時の異常雛及び死亡雛の割合が１％以下であること。

５ 導入する雛に、輸送によるストレスがかかっていないこと。

６ 搬入車輌及び輸送箱は、雛積み込み前に洗浄消毒していることが確認されること。

７ 雛到着日の管理を適切に実施していること。

（１）温度管理

雛をチックガード内全体に開放し、雛の呼吸や散らばり具合を観察して、温度

を適切に調節すること。

（２）湿度管理

適宜チックガード外に散水し、湿度を適切に調節すること。

（３）給水管理

給餌前に温めたきれいな水を適切に与えること。

（４）給餌管理

雛の受け入れ後、１～２時間後を目安に給与すること。

（５）照明（点灯管理）

照明は、８０～１５０ルックスの照度で、影を作らないようにすること。

８ 車輌消毒施設の準備ができていること。

【作業手順】

１ 担当者は、入雛の準備が実施出来たか確認するとともに、異常がある場合は、入

雛までに適切に改善する。

２ 担当者は、雛到着日の舎内環境に異常がないことを確認するとともに、異常があ

る場合は、入雛までに適切に改善する。

３ 改善されない場合は責任者に報告して、その措置を検討する。

４ 責任者の判断により、入雛延期等の措置を決定する。

５ 担当は受け入れ（入雛）に立ち会い、入雛羽数（購入、スペア）予定量と合致し

ているか確認するとともに、孵化日（当日搬入、翌日搬入）、種鶏週齢、ワクチネ

ーション、雛の体重（任意抽出）、到着状況（枯れ、ムレ、へそ締まり、着死亡羽

数）、搬入車輌、輸送箱等を総合的にチエックする。

６ 輸送車両及び輸送箱等に下痢便が多数付着している場合は、入雛した雛全羽につ

いて「尻汚れ」を確認する。

７ その結果、異常がないものはチックガード内へ開放し、異常がある場合は、責任

者に報告してその措置を検討する。

８ 責任者の判断により、「入雛の中止」あるいは異常鶏の除去等の措置を決定し、

種鶏場にその旨を連絡する。

９ 担当者は、雛到着日の管理が適切に実施しているか確認するとともに、異常があ

る場合は、速やかに改善する。
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１０ 定期的に入雛した雛の細菌検査を実施し、管理基準を逸脱する場合は種鶏場に改

善を指示すると同時に当該ロットを返却する。

１１ 担当者は、雛の搬入作業終了後、輸送車両を洗浄・消毒すると同時に、輸送箱を

適切に処分（焼却等）する。

１２ 以上の結果を導入管理記録及び細菌検査記録等に担当者が記録し、責任者に報告

する。

１３ この記録は○年間保管する。

○ 飼料受け入れマニュアル

【管理基準】

１ 飼料タンク又は保管庫は、飼料搬入前に清掃されていること。

２ 飼料運搬車輌は、農場の入口等で適切な消毒を行うこと。

３ 飼料の外観、色、風味及び品質に異常がないこと。

４ 異物が認められないこと。

５ 搬入する飼料は、サルモネラ検査を定期的に実施している工場由来の飼料で、そ

の検査結果が添付されていること。

６ 配合されている飼料添加物又は飼料添加剤の名称及び出荷制限期間を把握して

いること。

【作業手順】

１ 飼料搬入前に飼料タンク及び保管庫を適切に清掃する。

２ 車輌消毒施設を準備をするとともに、入庫時に車輌を洗浄・消毒する。

３ 担当者は受け入れに立ち会い、入荷予定量と合致しているか確認するとともにブ

ランド、表示、日付け（ロット番号）、衛生証明、異物及び袋詰めの場合は包装の

外観を総合的に判断する。

４ バラで購入する場合及び袋に破損や汚れがある場合は、飼料搬入時に外観、色、

風味品質等をチェックする。

５ その結果、異常のないものを搬入する。

６ 異常がある場合は、責任者に報告して、その措置を決定する。

７ 責任者の判断により、返品あるいは異常部分の除去等の措置を決定し、販売店等

に連絡する。

８ 定期的に飼料の種類ごとに細菌検査を実施し、管理基準を逸脱する場合は飼料メ

ーカーに改善を指示すると同時に当該ロットを返却する。

９ 以上の結果を飼料受け入れ記録及び細菌検査記録等に記録し、責任者に報告する

（飼料の表示表を保管する）。

10 この記録は○年間保管する。
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○ 飼料保管マニュアル

【管理基準】

１ 飼料の購入計画について決定されていること。

２ 飼料は、カビ等に汚染されていないこと。

３ 飼料中の成分（タンパク質及び脂質等）は、変質（変敗）していないこと。

４ ビタミンプレミックス等の添加物（剤）等は、冷暗所に保存すること。

５ 保管庫でネズミ及びネズミの糞等が確認されないこと。

【作業手順】

１ 責任者は、飼料の購入計画を担当者に連絡する。

２ 担当者は、カビ等の汚染防止対策を実施するとともに、汚染の可能性がある場合

は、責任者に報告する。

３ 責任者は、汚染の可能性がある飼料を担当者に採取させ、検査機関に送付する。

４ その結果、異常がある場合は、当該ロットの飼料の給与を直ちに中止するととも

に、新たな飼料を購入する。

５ 担当者は、タンパク質及び脂質の変敗を防止するために、タンク等に暑熱対策を

実施し、定期的に保管庫内の温度を測定する。変敗の可能性がある場合は、責任者

に報告する。

６ 責任者は、変敗の可能性がある場合は、官能検査をする。

７ その結果、異常がある場合は、その後の措置を決定する。

８ ビタミンプレミックスは、保管庫内の冷暗所に直接床に置かず、パレットやスノ

コ等の上で保存する。

９ 担当者は、ネズミ駆除を定期的に保管庫で実施する。ネズミによる飼料汚染の可

能性がある場合は、責任者に報告する。

10 責任者は、汚染の可能性がある飼料を担当者に採取させ、官能検査をするととも

に、検査機関に送付する。

11 その結果、異常がある場合は、当該ロットの飼料の給与を直ちに中止するととも

に、新たな飼料を購入する。

12 以上の結果を飼料保管記録に担当者が記録し、責任者に報告する。

13この記録は○年間保存する。

○ 畜産資材（薬剤・敷料）受け入れ・保管マニュアル

【管理基準】

１ 薬剤

（１）保管庫は、整理・整頓されていること。

（２）運搬車輌は、農場の入口等で適切な消毒を行うこと。

（３）包装に異常がないこと。
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（４）低温流通品は適切に冷蔵されていること。

（５）購入薬剤の有効期限は十分に確保されていること。

２ 敷料

（１）保管庫は、搬入前に清掃されていること。

（２）運搬車輌は、農場の入口等で適切な消毒を行うこと。

（３）敷料の外観、色及び品質に異常がないこと。

（４）異物が認められないこと。

（５）敷料にはカビの発生が認められないこと。

【作業手順】

１ 保管庫を整理・整頓（清掃）する。

２ 車輌消毒施設を準備をするとともに、入庫時に車輌を洗浄・消毒する。

３ 担当者は受け入れに立ち会い、入荷予定量と合致しているか確認するとともにブ

ランド、表示、日付け（ロット番号）、異物及び袋詰めの場合は包装の外観を総合

的に判断する。

４ バラで購入する場合及び袋に破損や汚れがある場合は、搬入時に外観、色、品質

等をチェックする。

５ その結果、異常のないものを搬入する。

６ 異常がある場合は、責任者に報告して、その措置を決定する。

７ 責任者の判断により、返品あるいは異常部分の除去等の措置を決定し、販売店等

に連絡する。

８ 以上の結果を資材受け入れ記録及び受け払い簿等に担当者が記録し、責任者に報

告する。

９ この記録は○年間保管する。
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Ⅱ 施設の設計等の要件・保守・衛生管理

○ 施設・設備などの衛生管理マニュアル

１ 施設の立地環境

（１）立地

・ 施設の周囲に悪臭、煙、塵埃の発生源がない場所であること。

・ 上水道、井戸水が十分に受給できる場所であること。

・ 排水処理が容易な場所であること。

（２）周囲

・ 施設の周囲の敷地は、水が溜まりにくいように、また塵埃が発生しにくいよう

に、整地されていること。

・ 施設の敷地内は、虫が発生しにくいように整理、整頓されていること。

２ 施設の構造、施設・設備の衛生管理及び保守点検

（１）施設（又は設備）の構造、衛生管理

・ 施設は、鶏舎、飼料保管施設、堆肥保管施設、廃棄物保管施設、付帯施設が、

鶏が衛生的に飼育できるように、配置されていること。

・ 施設は、耐久性のある材質のもので造られていること。

① 鶏舎

ア 構造の要件

・ 施設は、隔壁などにより他の施設から隔離されていること。

・ 施設は、鼠、衛生害虫等から防ぐ構造であること。

イ 衛生管理の要件

・ 施設は、清掃しやすいように、整理・整頓されていること。

・ 壁、窓枠、床面は、塵埃、汚れが認められたら、適宜清掃すること。

・ 塵埃、汚れがないことを肉眼的に確認すること。

・ 清掃は、毎日行うこと。

・ 清掃した者は、清掃したことを記録すること。

② 飼料保管施設

ア 構造の要件

・ 施設は、隔壁などにより他の施設から隔離されていること。

・ 施設は、鼠、衛生害虫等から防ぐ構造であること。

イ 衛生管理の要件

・ 飼料の搬入は、長時間の外部放置を避け、短時間に処理すること。

・ 施設は、清掃しやすいように、整理・整頓されていること。

・ 壁、窓枠、床面は、塵埃、汚れが認められたら、適宜清掃すること。

・ 塵埃、汚れがないことを肉眼的に確認すること。

・ 清掃は、定期的に行うこと。

・ 清掃した者は、清掃したことを記録すること。
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③ 堆肥保管施設

ア 構造の要件

・ 施設は、隔壁などにより他の施設から隔離されていること。

・ 内壁、床は、耐久性のある材質のものであること。

・ 床は、不浸透性の材質のものであること。

・ 施設は、堆肥を雨、風等から防ぐもので覆うものを有していること。

イ 衛生管理の要件

・ 施設の周囲に汚水等が漏れていないことを肉眼的に確認すること。

・ 汚水漏えい等の確認は、定期的に行うこと。

・ 汚水漏えい等を確認した者は、記録すること。

④ 廃棄物保管施設

ア 構造の要件

・ 施設は、隔壁などにより他の施設から隔離されていること。

・ 施設は、鼠、衛生害虫等から防ぐ構造であること。

・ 内壁、床は、耐久性のある材質のものであること。

イ 衛生管理の要件

・ 廃棄物は、都道府県が定める条例に従い、保管、処理すること。

・ 各施設で発生する廃棄物は、ポリ袋等、収納容器に入れ、保管、処理する

こと。

・ 施設は、清掃しやすいように、整理・整頓されていること。

・ 清掃は、定期的に行うこと。

・ 清掃した者は、清掃したことを記録すること。

⑤ 付帯施設・設備

ア 車輌消毒施設

（ア）構造の要件

・ 施設は、車輌を消毒する消毒槽又は車輌全体を消毒する噴霧器を有して

いること。

（イ）衛生管理の要件

・ 噴霧器、消毒液が常備されていること。

・ 消毒液は、その有効濃度が維持されていること。

イ 手洗い設備

（ア）構造の要件

・ 設備は、流水式受水槽又は手洗い消毒槽が設けられていること。

（イ）衛生管理の要件

・ 石鹸、タオル、消毒液が常備されていること。

・ 消毒液は、その有効濃度が維持されていること。

・ 受水槽又は手洗い消毒槽の清掃は、毎日行うこと。

・ 清掃した者は、清掃したことを記録すること。

ウ 靴殺菌（消毒）設備

（ア）構造の要件
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・ 靴の底、側面、甲が消毒できる設備であること。

（イ）衛生管理の要件

・ 消毒液が常備されていること。

・ 消毒液は、その有効濃度が維持されていること。

・ 消毒槽の清掃は、毎日行うこと。

・ 清掃した者は、清掃したことを記録すること。

エ 給水設備

（ア）構造の要件

・ 貯水槽を設置した場合は、不浸透性の材質で造られていること。

・ 井戸水を使用する場合は、消毒（浄化）装置が備えられていること。

（イ）衛生管理の要件

・ 井戸水を使用する場合は、年１回以上、水質検査（色、臭い、細菌検

査）を実施すること。

・ 貯水槽は、年１回以上、清掃すること。

・ 貯水槽を清掃した者は、清掃したことを記録すること。

オ 排水設備

（ア）構造の要件

・ 排水溝は、蓋があって平滑に造られていること。

・ 排水溝は、排水があふれない幅及び深さを有すること。

・ 排水溝は、外への出口には、防鼠等、衛生害虫防除のため、網等が備え

られていること。

（イ）衛生管理の要件

・ 排水は地下水等を汚染しないよう処理されていること

・ 排水溝は、悪臭が感じられないこと。

・ 排水溝は、定期的に清掃すること。

・ 清掃した者は、清掃したことを記録すること。

カ 照明設備

（ア）構造の要件

・ 照明灯は、鶏舎及び作業員更衣室においては、１５０ルクス以上の照度

が保持されていること。

・ 飼料保管施設、廃棄物保管施設、トイレにおいては、８０ルクス以上の

照度が保持されていること。

（イ）衛生管理の要件

・ 照明灯、覆い、笠に塵埃が溜まっていないか、肉眼的に確認すること。

・ 照明灯、覆い、笠に塵埃が溜まったら、適宜清掃すること。

・ 清掃した者は、清掃したことを記録すること。

キ 換気、空調装置

（ア）構造の要件

・ 換気装置、空調装置は、これらの装置を設置した施設で必要とされる能

力を有すること。
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（イ）衛生管理の要件

・ 換気装置を有する施設においては、換気が正常に機能していること。

・ 空調装置を有する施設においては、空調が正常に機能していること。

・ 換気装置、空調装置に塵埃が溜まったら、適宜清掃すること。

・ 清掃した者は、清掃したことを記録すること。

ク 防虫、防鼠設備

（ア）構造の要件

・ 鶏舎、飼料保管施設、廃棄物保管施設は、鼠等、衛生害虫などから防ぐ

構造となっていること。

・ 各施設の吸気口、排気口に防虫ネットを備えること。

（イ）衛生管理の要件

・ 施設の敷地内は、鼠、衛生害虫などの発生、生息、繁殖の原因となるも

のがないこと。

・ 鼠、衛生害虫等などの発生源を発見した場合は、直ちに、発生源を除去

すること。

ケ 洗浄剤、殺菌剤、薬剤保管設備

（ア）室温保管設備

ａ 構造の要件

・ 設備は、直射日光の当たらない場所に設置すること。

・ 設備は、不浸透性、耐酸性、耐アルカリ性の材質で造られていること。

ｂ 衛生管理の要件

・ 洗浄剤、殺菌剤、薬剤の搬入は、長時間の外部放置を避け、短時間に

処理すること。

・ 設備内は、清掃しやすいように、整理・整頓され収納されていること。

（イ）冷蔵保管設備

ａ 構造の要件

・ 設備は、不浸透性、耐酸性、耐アルカリ性の材質で造られており、か

つ、所定の温度管理ができる設備であること。

ｂ 衛生管理の要件

・ 洗浄剤、殺菌剤、薬剤の搬入は、長時間の外部放置を避け、短時間に

処理すること。

・ 設備内は、清掃しやすいように、整理・整頓され収納されていること。

コ 作業員更衣室

（ア）構造の要件

・ 天井、内壁、床は、塵埃が堆積しにくいように、平滑に仕上げられてい

ること。

・ 更衣室は、各作業員の作業服、靴、帽子等が収納できる設備を有してい

ること。

（イ）衛生管理の要件

・ 更衣室は、清掃しやすいように、整理・整頓されていること。
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・ 清掃は、定期的に行うこと。

・ 清掃者は、清掃したことを記録すること。

サ トイレ

（ア）構造の要件

・ トイレには、手洗い設備が備えられていること。

（イ）衛生管理の要件

・ トイレは、清掃しやすいように、整理・整頓されていること。

（２）衛生管理及び保守点検の頻度、担当者及び記録の保管

① 施設の管理担当者は、構造の要件及び衛生管理の要件を定期的に点検すること。

② 施設の管理担当者は、点検の都度その結果を記録するとともに、構造の要件及

び衛生管理の要件が適正でないと判断した場合は、施設の管理責任者に報告する

こと。

③ 施設の担当責任者は、構造の要件及び衛生管理の要件を適正な状態に修復する

こと。

④ 衛生管理の記録及び保守点検の記録は、○年間保管すること。

３ 機械・器具の衛生管理及び保守点検

（１）装置（用具など）の衛生に関わる一般条件

・ 機械・器具は、錆が発生しにくい材質のものであること。

・ 機械・器具は、破損しにくい材質のものであること。

・ 機械・器具の部品は、容易に脱落しないよう保持されていること。

（２）衛生管理及び保守点検マニュアル

① 給餌器

・ 洗浄後、錆の発生、破損、部品の脱落など異物の原因となる状態がないこと。

・ 修理のために取り外した部品が、組み立て後、欠落していないこと。

・ 清掃は、適宜、行うこと。

・ 清掃者は、清掃したことを記録すること。

② ケージ

・ 洗浄後、錆の発生、破損、部品の脱落など異物の原因となる状態がないこと。

・ 修理のために取り外した部品が、組み立て後、欠落していないこと。

・ 清掃は、適宜、行うこと。

・ 清掃者は、清掃したことを記録すること。

③ 飼料かくはん器

・ 洗浄後、錆の発生、破損、部品の脱落など異物の原因となる状態がないこと。

・ 修理のために取り外した部品が、組み立て後、欠落していないこと。

・ 清掃は、適宜、行うこと。

・ 清掃者は、清掃したことを記録すること。

④ 消毒器

・ 洗浄後、錆の発生、破損、部品の脱落など異物の原因となる状態がないこと。
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・ 修理のために取り外した部品が、組み立て後、欠落していないこと。

・ 清掃は、定期的に行うこと。

・ 清掃者は、清掃したことを記録すること。

（３）衛生管理及び保守点検の頻度、担当者及び記録の保管

① 機械・器具の管理担当者は、構造の要件及び衛生管理の要件を定期的に点検す

ること。

② 機械・器具の管理担当者は、点検の都度その結果を記録するとともに、構造の

要件及び衛生管理の要件が適正でないと判断した場合は、機械・器具の管理責任

者に報告すること。

③ 機械・器具の担当責任者は、構造の要件及び衛生管理の要件を適正な状態に修

復すること。

④ 衛生管理の記録及び保守点検の記録は、○年間保管すること。

○ 洗浄・消毒マニュアル

【管理基準】

１ 予備消毒後、塵埃がでないこと。

２ 搬出する器具に、有機物が付着していないこと。

３ 水洗で除去可能なレベルまで、堆積物を搬出すること。

４ 鶏舎周辺に羽毛等の飛散がないこと。

５ 鶏舎・器具を修繕し、破損個所がないこと。

６ 鶏舎の水洗は徹底して行い、有機物の残存がないこと。

７ 本消毒は適切な消毒薬を２剤選択し、適切な濃度・使用法で実施すること。

８ 乾燥後に水たまり等が確認されないこと。

９ 石灰が塗布されていること。

10 敷料は適切な場所に保管され、カビ等が発生していないこと。

11 搬入する器具は、サルモネラの汚染がないこと。

12 消毒等の毒性による作業従事者の安全性を確保すること。

【作業手順】

１ 責任者は、空舎期間及び作業実施手順を決定し、担当者に連絡する。

２ 担当者は、作業従事前に専用の衣服・履物に交換するとともに、防護マスク等を

装着する。

３ 担当者は、指示に従い清掃及び消毒作業を実施する。

① 堆積物及び器具に消毒薬をロータリースプレー等で床面に散布し一晩放置する。

② 水洗可能な給餌器等については、高圧洗浄機等を用いて水洗、消毒する。水洗

できない器具等については、消毒薬に浸した布等により拭き取る。

③ ローダー等で十分に堆積物を除去する。

④ 堆積物除去後に、鶏舎の付近を清掃する。
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⑤ 堆積物除去後に、鶏舎の壁、天井、床面のコンクリート、換気施設・自動給

餌器等をくまなく観察し、破損個所がないか点検するとともに、破損等がある

場合は修繕する。

⑥ 高圧洗浄器で水洗する。

⑦ 消毒薬を適切な濃度・使用方法で薬剤を交換して２回実施する。また、この段

階でコクシジウム症発生農家ではオルソ剤を散布する。

⑧ 床に水たまりがないよう、充分に乾燥させる。

⑨ 消石灰液を床面に均一に散布する。

⑩ 搬入する敷料は適切に保管されており、搬入後、敷料に消毒薬を浸し、器具等

については、搬入前に、消毒薬を噴霧する。

４ 担当者は、管理基準を逸脱した場合は、責任者に報告し、その措置を決定する。

５ 以上の結果を施設設備管理記録及び洗浄・消毒チェック表に担当者が記録し、責

任者に報告する。

６ この記録は○年間保管する。
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○ 衛生動物駆除マニュアル

【管理基準】

１ 鶏舎周辺の環境が整備されていること。

２ 鶏舎の天井、壁等の補修ができていること。

３ 排水口等は、ネズミが侵入しない構造になっていること。

４ 鶏舎周辺の野鳥の巣は除去し、周辺を消毒すること。

５ 鶏舎及び鶏舎周辺に生息する衛生動物を把握した、駆除プログラムができている

こと。

６ 鶏糞は適切に処理され、乾燥していること。

７ 鶏舎内に飼料及び飲水の飛散がないこと。

【作業手順】

１ 担当者は、鶏舎周辺の環境整備を入雛前に実施するとともに、入雛後は定期的に

点検・整備する。

２ 担当者は、鶏舎の補修を入雛前に実施するととに、入雛後は定期的に点検・補修

する。

３ 担当者は、鶏舎開口部の排水口等に設置されている金網等について、破損がない

か並びに鶏舎周辺に野鳥の営巣場所がないか定期的に点検し、破損等があった場合

は適正に補修する。

４ 責任者は、駆除プログラムを決定し、担当者に連絡する。

５ 担当者は、駆除プログラムに沿って、確実に実施する。

６ 担当者は、農場内の衛生動物を毎日確認し、異常がある場合は責任者に報告する。

７ 責任者は、異常の内容を正確に把握するとともに改善策を決定し、その旨を担当

者に連絡する。

８ 担当者は、指示に従い改善策を実行する。

９ 担当者は、鶏糞が適正に処理されているか毎日確認し、適正に処理されていない

場合は、改善策を講じる。

10 担当者は、鶏舎内に飼料等が飛散し汚れていないか毎日確認し、汚れがある場合

は、改善策を講じる。

11 以上の結果を施設設備管理記録及び飼育管理記録に担当者が記録し、責任者に報

告する。

12 この記録は○年間保管する。
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○ 廃棄物（敷料（糞）・死体）処理マニュアル

【管理基準】

１ 敷料（糞）

（１）堆肥舎周辺の環境が整備されていること。

（２）汚水が地下浸透しないような構造であること。

（３）雨水の流入等により汚水が河川等に流出しないこと。

（４）悪臭や衛生害虫が発生していないこと。

（５）定期的な保守点検が行われていること。

（６）良質な堆肥が生産され、十分に乾燥していること。

（７）堆肥の流通が確保されていること。

２ 死体

（１）保管施設周辺の環境が整備されていること。

（２）悪臭や衛生害虫が発生していないこと。

（３）腐敗しないよう保管されていること。

（４）定期的に清掃・消毒されていること。

（５） 定期的に化製場等で処理されていること。

【作業手順】

１ 担当者は、施設周辺の環境整備を入雛前に実施するとともに、入雛後は定期的に

点検・整備する。

２ 担当者は、施設の補修を入雛前に実施するととに、入雛後は定期的に点検・補修

する。

３ 担当者は、施設開口部の排水口等に設置されている金網等について、破損がない

か並びに鶏舎周辺に野鳥の営巣場所がないか定期的に点検し、破損等があった場合

は適正に補修する。

４ 責任者は、処理方法を決定し、担当者に連絡する。

５ 担当者は、処理方法に沿って、確実に実施する。

６ 担当者は、異常がある場合は責任者に報告する。

７ 責任者は、異常の内容を正確に把握するとともに改善策を決定し、その旨を担当

者に連絡する。

８ 担当者は、指示に従い改善策を実行する。

９ 以上の結果を施設設備管理記録及び廃棄物処理記録に担当者が記録し、責任者に

報告する。

１０ この記録は○年間保管する。
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Ⅲ 家禽の取り扱い

○ 健康管理マニュアル

【管理基準】

１ 飼養鶏に尻汚れ、脚弱、異常呼吸音、異常歩行及び臨床症状に異常がみられない

こと。

２ 飼育日齢にあった温度・湿度・換気管理ができていること。

３ 飼育日齢及び温度（室温）にあった換気管理ができていること。

４ 飼育日齢にあった飼育面積が確保されていること。

【作業手順】

１ 責任者は、飼養鶏及び季節にあった飼料給与プログラムを設計し、担当者に連絡

する。

２ 責任者は温度管理基準、湿度管理基準及び換気管理基準を作成し、担当者に連絡

する。

３ 担当者は、飼育室を毎日観察し、異常鶏及び死亡鶏の有無を観察するとともに、

温度・湿度・換気量を測定する。

４ 異常鶏及び死亡鶏があった場合は、速やかに除去（隔離）するとともに、その旨

責任者に報告する。

５ 責任者は、異常鶏及び死亡鶏を観察し、病性鑑定又は細菌検査を実施するかどう

か決定するとともに、検体を検査機関に送付する。

６ その結果、投薬の必要がある場合は、薬剤（ワクチン・抗菌性物質等）投与マニ

ュアルに従い実施する。

７ 温度・湿度及び換気量に異常があった場合は、速やかに応急措置を講じるととも

に、責任者に報告する。

８ 責任者は、担当者から異常の原因を聴取し、適切な温度・湿度及び換気量を確保

するための改善策を講じる。

９ 担当者は、飼料及び飲水が適切に給与されているかどうか毎日確認するととに、

異常があった場合は、責任者に報告する。

10 責任者は改善策を講じるとともに、飲水がサルモネラ汚染の可能性がある場合は、

担当者に検体を採取させ、検査機関に送付する。

11 その結果異常がある場合は、飲水を塩素消毒する。

12 チックガードを使用している場合担当者は、発育に応じた床面積を確保できるよ

うチックガードを調整する。

13 以上の結果を飼育管理記録、病性鑑定記録及び細菌検査記録に担当者が記録し、

責任者に報告する。

14 この記録は○年間保存する。
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○ 薬剤（ワクチン・抗菌性物質等）投与マニュアル

【管理基準】

１ 抗菌性物質製剤等を添加する場合は、管理獣医師等に相談の上、投与薬剤及び投

与プログラムを決定し、投与鶏群の鶏舎入口等に製剤名、濃度、投与期間及び出荷

制限期間等を表示すること。

２ 要指示薬・使用規制対象医薬品を投与した場合は、指示書等を適切に保管するこ

と。

３ ワクチンは、適切なプログラムにより、用法・用量どおり接種（投与）すること。

【作業手順】

１ 責任者は、管理獣医師に相談の上、農場の疾病浸潤状況を勘案したワクチンプロ

グラムを設計し、担当者に連絡する。

２ 投薬の必要がある場合責任者は、管理獣医師と相談の上、投与薬剤及び投与プロ

グラムを決定し、担当者に連絡する。

３ 担当者は、投与プログラムに応じ対象鶏群に適量を投与（給与）するとともに、

投与鶏群の入口等に、製剤名、濃度、投与期間及び出荷制限期間等を表示する。

４ 責任者は、管理獣医師等から指示された薬剤が、要指示薬・使用規制対象医薬品

である場合は、指示書を投与プログラムとともに適切に保管する。

５ 担当者は、ワクチンプログラムに応じてワクチン接種（投与）を実施し、ワクチ

ン接種（投与）により、飼育鶏が異常（接種反応等）を示した場合は責任者に報告

する。

６ 責任者は、異常を呈した飼育鶏を確認するとともに、管理獣医師に相談の上、対

策を講じる。

７ 以上の結果を抗菌性物質投与記録等に担当者が記録し、責任者に報告する。

８ この記録は○年間保存する。
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（参 考）

ブロイラーのワクチネーションプログラム（例）

１ ニューカッスル病

第１回 １～４日齢 生ワクチン

第２回 １４日齢 〃

第３回 ２８日齢 〃

２ 伝染性気管支炎

第１回 １～１４日齢 生ワクチン

第２回 ２８日齢 〃

３ 伝染性喉頭気管炎

第１回 ０日齢 生ワクチン

または １４～２１日齢 〃

４ 伝染性ファブリキウス嚢病

１４～２８日齢 生ワクチン

５ 鶏痘

０～１４日齢 生ワクチン

６ マレック病

０日齢 生ワクチン
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○ 飼料給与マニュアル

【管理基準】

１ 適切な飼料設計について決定されていること。

２ 農場で飼料添加物を追加する場合は、飼料内に均一に混和すること。

３ 飼料等添加物等は用法・用量どおりに給与されていること。

４ 入雛後、１週間間隔で体重測定を実施すること。

【作業手順】

１ 責任者は、種鶏及び飼養環境にあった適切な飼料設計を決定し、担当者に連絡す

る。

２ 担当者は、添加する（している）飼料添加物等の用法・用量を確認し、給与期間

を考慮した上で、飼料への混和量を決定するとともに、休薬期間等が設定されてい

る場合は、投与鶏群の入口等にその旨を表示する。

３ 担当者は、農場内で飼料添加物等を追加する場合は、攪拌機等を用いて添加物等

が均一になるよう十分に攪拌する。

４ 担当者は、入雛後１週間間隔で無作為に抽出して体重を測定し、平均値、標準偏

差及び変動係数を算出するとともに、計測値が鶏種の標準発育に適合しているか確

認する。適合していない場合は、責任者に報告する。

５ 責任者の判断により、以後の措置を決定し担当者に連絡する。

６ 以上の結果を飼育管理記録等に担当者が記録し、責任者に報告する。

７ この記録は○年間保存する。
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Ⅳ 家畜の運搬・出荷畜の情報収集

○ ブロイラーの出荷マニュアル

【管理基準】

１ 出荷対象鶏群に対して、飼育中に抗菌性物質を投与している場合は、出荷制限期

間が経過していること。

２ 出荷前７日間は休薬飼料（抗菌性物質が入っていない飼料）を給与すること。

３ 照明は出荷前７日前から２４時間点灯とすること。

４ 処理予定時間の１２時間前から餌止めを行うこと。

５ 車輌消毒施設の準備ができていること。

６ 出荷に使用する車輌は、事前に洗浄・消毒されていることが確認できること。

７ 出荷カゴは、事前に洗浄・消毒されていることが確認できること。

８ 出荷時間に合わせて、捕鳥を開始すること。

９ 出荷鶏は、健康なものを出荷することとし、体表が著しく汚染されている鶏及び

健康不良鶏は出荷しないこと。

10 出荷鶏に、抗菌性物質が残留していないこと。

11 中抜き出荷を行う場合は、出荷後の舎内の温度低下を防止すること。

【作業手順】

１ 担当者は出荷対象鶏群に、飼育期間中抗菌性物質を投与しているか確認する。

２ 投与している場合は、最終投与日及び出荷制限期間を確認し責任者に報告する。

３ 責任者は、出荷対象鶏群の出荷予定日を決定するとともに、処理場を予約する。

４ 担当者は、出荷前７日前から休薬飼料を給与し、責任者に報告する。

５ 担当者は、出荷前７日前から２４時間点灯し、責任者に報告する。

６ 責任者は、４及び５が適切に行われているか確認する。

７ 責任者は、担当者へ処理予定時間を伝え、担当者は処理前１２時間前から餌止め

を行う。

８ 担当者は、車輌消毒施設を準備するとともに、入車時に車輌及び出荷カゴが事前

に洗浄・消毒されていることを確認する。洗浄・消毒されていない場合は、適切に

洗浄・消毒を実施し、その旨を責任者に報告する。

９ 責任者は、適切に以後の出荷作業が行われるよう、措置を講じるとともに、出荷

業者に改善を指示する。

10 担当者は、処理時間から逆算し出荷時間を決定し、捕鳥を開始する。

11 担当者は、捕鳥時に素嚢残餌の有無を確認しながら発育不良鶏及び著しく体表が

汚染されている鶏を淘汰し、健康鶏及び清浄鶏を出荷する。出荷鶏の素嚢に残餌が

確認された場合は、責任者に積み込み終了後、速やかにその旨及びその羽数を報告

する。

12 責任者は、処理場へその旨を通報し、場合によっては処理時間を変更する。

13 定期的に出荷鶏の残留試験を実施し、管理基準を逸脱する場合は処理場に連絡す
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る同時に当該ロットを回収する。

14 以上の結果を出荷管理記録及び残留試験記録担当者が記録し、責任者に報告する。

15 この記録は、○年間保管する。
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Ⅴ ヒト（従事者）の衛生・教育・訓練

○ 従事者の衛生管理マニュアル

１ 雛の搬入及び鶏舎内での作業に従事する者

【管理基準】

（１）従事者は、１年１回以上、労働安全衛生法で定める健康診断のほか、消化器系

疾患についての健康診断を受けること。

（２）従事者が次の状態にある時は、飼養管理に従事しないこと。

① 従事者又はその同居者がサルモネラによる下痢を発症している時又は、保菌

している疑いがある時。

② 従事者又はその同居者が原因不明の下痢を発症している時。

③ 従事者が、伝染病及びその他の疾病を発症している時。

（３）従事者が次に定める場合は、必ず手指を洗浄すること。

① 作業前

② 用便後

③ 細菌に汚染された器具等に接触した場合

④ 鶏体に接触した場合

⑤ 作業終了後

（４）従事者は、作業中には衛生的で清潔な、頭髪を覆う帽子（頭巾）、作業用の衣

服、履物を着用すること。また、履物は鶏舎毎に履き替えるか、鶏舎外に設置し

た踏込消毒槽等で十分に消毒・殺菌を実施すること。その他、着用する前掛け、

手袋などにおいても衛生的で、清潔なものを用いること。

（５）従事者は、鶏舎内を出入りする場合は、鶏舎内に設置された踏込消毒槽等で、

履物を十分に消毒すること。

（６）従事者は、所定の場所以外では、喫煙、放たん、ガムを噛むことなど衛生上、

不衛生な行為を行わないこと。

【記録】

（１）健康診断結果については、一括して○年間保管すること。

（２）従事者の健康状態については、毎日作業前に各人に確認し、その記録を○年間

保管すること。

（３）従事者の帽子、衣服、履物などについては、毎日作業前に各人の着用状態を点

検すること。

（４）従事者の手指の洗浄、殺菌状況については定期的に確認し、その結果を○年間

保管すること。
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２ ブロイラーの出荷及び鶏舎清掃作業に従事する者

【管理基準】

（１）従事者が次の状態にある時は、飼養管理に従事しないこと。

① 従事者がサルモネラによる下痢を発症している時。

② 従事者が原因不明の下痢を発症している時。

③ 従事者が、伝染病及びその他の疾病を発症している時。

（２）従事者は、作業前及び作業後に必ず手指を洗浄すること。

（３）従事者は、作業中には衛生的で清潔な、頭髪を覆う帽子（頭巾）、作業用に衣

服、履物を着用すること。また、履物は鶏舎毎に履き替えるか、鶏舎外に設置し

た踏込消毒槽等で十分に消毒・殺菌を実施すること。その他、着用する前掛け、

手袋などにおいても衛生的で、清潔なものを用いること。

（４）従事者は、鶏舎内を出入りする場合は、鶏舎内に設置された踏込消毒槽等で、

履物を十分に消毒すること。

（５）従事者は、所定の場所以外では、喫煙、放たん、ガムを噛むことなど衛生上、

不衛生な行為を行わないこと。

【記録】

（１）従事者の健康状態については、作業前に各人に確認し、その記録を○年間保管

すること。

（２）従事者の帽子、衣服、履物などについては、作業前に各人の着用状態を点検す

ること。

（３）従事者の手指の洗浄、殺菌状況について確認し、その結果を○年間保管するこ

と。

○ 従事者の教育及び管理マニュアル

１ 教育・訓練

（１）教育・訓練プログラム

① 新規就労者

・ 農場の衛生管理に関する基本方針

・ 家畜衛生及び食品衛生並びに関連法規に関する概論

・ 施設、設備の構造と一般的衛生管理法

・ ＨＡＣＣＰの概論

・ 実施しているＨＡＣＣＰの具体的な危害とその防止措置等

・ 雛、畜産資材の衛生的な取扱い方

・ 従事者が守るべき衛生及び衛生管理

・ サルモネラに関する基礎知識
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② 導入前からの就労者

・ 家畜衛生及び食品衛生並びに関連法規に関する概論

・ ＨＡＣＣＰの概論

・ 実施しているＨＡＣＣＰの具体的な危害とその防止措置等

・ 雛、畜産資材の衛生的な取扱い方

・ 従事者が守るべき衛生及び衛生管理

・ 一般衛生管理マニュアルの熟知

・ サルモネラ対策指針

③ アルバイト・パートタイム

・ 農場の衛生管理に関する基本方針

・ 従事者が守るべき衛生及び衛生管理

・ 作業担当部門の一般衛生管理マニュアルの習得

（２）記録

・ 従事者が受けた教育・訓練の履歴を各人毎に記録し、○年間保管すること。

・ その記録には教育・訓練名、実施日時、教育・訓練の目的及び内容などが示

されていること。
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○衛生管理総括表（ブロイラー）
危害因子：サルモネラ、カンピロバクター、抗菌性物質等の残留

作業工程 危害要因 防 止 措 置 CCP 管 理 基 準 モニタリング方法 改 善 措 置 検 証 方 法 記 録 文 書管理区分

導入 鶏舎の洗浄・消毒 「洗浄・消毒ﾏﾆｭｱﾙ」の遵守 ccp
（予備消毒） 消毒薬の噴霧不足 （参考） １ 塵埃がでない 目視検査 再噴霧 洗浄・消毒チェック表 洗浄・消毒チェッ
（器具の搬出） 器具のサルモネラ汚染 【採卵養鶏場におけるサルモ 有機物が付着してない 再清掃・再消毒 の確認 ク表
（堆積物の搬出） 堆積物の搬出不足 ネラ対策指針】 水洗で容易に除去可能なレベル 再搬出・再清掃
（鶏舎周囲環境整備） 清掃不足 （社）日本養鶏協会 羽毛・糞便・埃等がない 再清掃 施設設備管理記録確認 施設設備管理記録
（鶏舎・器具の点検） 鶏舎・器具の破損 P4～6 破損個所がない 再修理
（水洗） 有機物残存 Ｂ 農場の衛生管理 有機物が残存してない 目視検査 再水洗 細菌検査
（本消毒） サルモネラの生存 １．鶏舎施設・器具機材など 適切な濃度・使用方法 再消毒
（乾燥） 乾燥不足 の清掃と消毒 水たまり等がない 乾燥継続
（石灰消毒） サルモネラの生存 0.3kg/㎡以上の塗布 再塗布
（敷料・器材の搬入） サルモネラの持ち込み サルモネラ汚染がない 目視検査 購入先の変更 細菌検査

サルモネラの再汚染 適切な保管 保管場所の清掃・
適切な消毒 消毒

再消毒

素雛の搬入 「素雛の受け入れﾏﾆｭｱﾙ」の遵守
素雛のサルモネラ汚染 素雛のｻﾙﾓﾈﾗ陰性の確認又は 種鶏場からのｻﾙﾓﾈﾗ陰性証明 証明書の確認 (陽性雛の導入禁止) 細菌検査 導入管理記録

種鶏場の衛生管理状況の確認 種鶏場からの衛生証明 証明書の確認 種鶏場の再検討

素雛の異常 異常雛及び死亡雛の割合が基準 異常雛及び死亡雛の割合１％以下 目視検査 種鶏場の再検討 細菌検査
以下であること 輸送業者の再検討

(異常鶏群の導入禁
止)

「素雛の受け入れﾏﾆｭｱﾙ」の遵守
輸送によるストレス 適切な輸送方法 輸送時及び到着時の箱内が適切な環境 輸送時記録の確認 輸送箱内羽数の再検 導入管理記録の確認 導入管理記録

である 目視検査 討
温度○～○度，湿度○～○％ 輸送箱・方法の再検
適当な輸送箱内羽数（○羽/㎡） 討
無理のない輸送時間 種鶏場の再検討

「素雛の受け入れﾏﾆｭｱﾙ」の遵守
輸送車のサルモネラ汚染 輸送車内の洗浄・消毒済みの確 雛の積み込み前に輸送車内を洗浄・消 消毒済み証の確認 輸送業者の再検討 導入管理記録の確認 導入管理記録

認(雛積み込み前） 毒

輸送箱の洗浄・消毒済みの確認 雛の積み込み前に輸送箱を洗浄・消毒 消毒済み証の確認 輸送業者の再検討
(雛積み込み前）

輸送車の農場入場前後洗浄・消 農場入り口に車両消毒施設の設置 目視検査 洗浄・消毒方法の変 導入管理記録の確認 導入管理記録
毒 搬入前の消毒液交換 更

消毒液の交換
輸送箱の洗浄・消毒（雛積み下 適切な洗浄・消毒 目視検査 再洗浄・再消毒 細菌検査
し後） マット等の焼却

鼠・衛生害虫の駆除 サルモネラの汚染 「衛生動物駆除ﾏﾆｭｱﾙ」の遵守 鼠等が確認されない 目視検査 再駆除 施設整備管理記録確認 施設整備管理記録
（参考） 駆除プログラム 駆除プログラムの再
【採卵養鶏場におけるサルモ 検討
ネラ対策指針】

（社）日本養鶏協会
P3～4
Ａ サルモネラの侵入防止
３．サルモネラ媒介動物の防
除
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作業工程 危害要因 防 止 措 置 CCP 管 理 基 準 モニタリング方法 改 善 措 置 検 証 方 法 記 録 文 書管理区分

従事者の衛生管理 「従事者の教育及び管理ﾏﾆｭｱﾙ」 衛生管理プログラム 目視検査 研修内容の再検討 導入管理記録の確認 導入管理記録
の遵守

従事者による汚染 清潔な履き物・作業着に着用 鶏舎毎に専用の履き物・作業着の着用 目視検査 洗浄・消毒基準の 導入管理記録の確認 導入管理記録
手指の洗浄・消毒 出入り時に手指の洗浄・消毒 見直し
正しい知識の習得 衛生研修の受講
（参考）
【採卵養鶏場におけるサルモ
ネラ対策指針】

（社）日本養鶏協会
P4
Ａ サルモネラの侵入防止
４．人による伝播防止の対策
の実行

飼育 健康チェック 感染（の拡大） 異常鶏の淘汰 ccp 臨床的に異常がないこと 目視検査 異常鶏の確認徹底 飼育管理記録の確認 飼育管理チェック
２ 病性鑑定 表

飼育管理記録

薬剤等の投与
（抗菌性物質） 疾病の発生 感受性抗菌性物質の適切な使用 投与日時の記録と鶏舎の標示 目視検査 投与中止 飼育管理記録の確認 飼育管理チェック

表
食肉中の薬剤残留 使用基準等並びに獣医師の指示 ccp 記録,標示の徹底

の遵守 ３ 獣医師の指示の遵守

（ワクチン） 疾病の発生 「健康管理ﾏﾆｭｱﾙ」の遵守 ワクチンプログラム 目視検査 ワクチンプログラム 飼育管理記録の確認 飼育管理記録
投与によるストレス （参考） の再検討 抗体検査

【鶏病研究会報】29-4

（その他） 腸内細菌叢の異常 ＣＥ剤の適切な使用 投与プログラム 目視検査 投与プログラムの再 飼育管理記録の確認 飼育管理記録
健康不良 ビタミン剤の適切な使用 検討

環境チェック 「健康管理ﾏﾆｭｱﾙ」の遵守
異常環境によるストレス 適切な飼養羽数 適切な飼養羽数 目視検査 飼養羽数の再検討 飼育管理記録の確認 飼育管理記録

温湿度管理 適切な温湿度 温湿度計での測定 温湿度の再調整
換気量管理 適切な換気量 官能検査 換気量の再調整

飼料搬入・保管・給与 「飼料受け入れﾏﾆｭｱﾙ」の遵守
飼料のサルモネラ汚染 飼料のｻﾙﾓﾈﾗ陰性の確認又は 飼料会社からのサルモネラ陰性証明 証明書の確認 飼料購入先の再検討 飼育管理記録の確認 飼育管理記録

飼料会社の衛生管理状況の確認 飼料会社からの衛生証明 証明書の確認 細菌検査

「飼料保管・飼料給与ﾏﾆｭｱﾙ」の 定期的な鼠等の駆除と防湿 目視検査 再駆除 施設整備管理記録確認 施設整備管理記録
遵守
飼料の計画的な購入と適切な保 飼料庫の定期的な清掃 目視検査 保管場所の修繕等 施設整備管理記録確認 施設整備管理記録
管 官能検査 変敗・汚染飼料の

処分

食肉中の薬物残留 適切な給餌 正しい飼料の給与 目視検査 適正飼料の給与 残留試験 飼育管理記録
(出荷延長)

飲水給与 「健康管理ﾏﾆｭｱﾙ」の遵守
飲水の汚染 水道水の給与 サルモネラ陰性 目視検査 飲水の再消毒 細菌検査 飼育管理記録

井戸水の消毒 官能検査 飼育管理記録の確認

残留塩素濃度が0.1ppm以上 水質検査
色・臭い・味に異常がない
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作業工程 危害要因 防 止 措 置 CCP 管 理 基 準 モニタリング方法 改 善 措 置 検 証 方 法 記 録 文 書管理区分

鼠・衛生害虫の駆除 サルモネラの汚染 「衛生動物駆除ﾏﾆｭｱﾙ」の遵守 鼠等が確認されない 目視検査 再駆除 施設整備管理記録確認 施設整備管理記録
（参考） 駆除プログラム 駆除プログラムの再
【採卵養鶏場におけるサルモ 検討
ネラ対策指針】

（社）日本養鶏協会
P3～4
Ａ サルモネラの侵入防止
３．サルモネラ媒介動物の防
除

従事者の衛生管理 「従事者の教育及び管理ﾏﾆｭｱﾙ」 衛生管理プログラム 目視検査 研修内容の再検討 導入管理記録の確認 導入管理記録
の遵守

従事者による汚染 清潔な履き物・作業着に着用 鶏舎毎に専用の履き物・作業着の着用 目視検査 洗浄・消毒基準の 導入管理記録の確認 導入管理記録
手指の洗浄・消毒 出入り時に手指の洗浄・消毒 見直し
正しい知識の習得 衛生研修の受講
【採卵養鶏場におけるサルモネ
ラ対策指針】

（社）日本養鶏協会
P4
Ａ サルモネラの侵入防止
４．人による伝播防止の対策

の実行

出荷 出荷鶏の健康チェック 「ﾌﾞﾛｲﾗｰの出荷ﾏﾆｭｱﾙ」の遵守
異常鶏の出荷 健康なものを出荷 ccp 下痢等の臨床症状を示していない 臨床検査 (異常鶏の淘汰) 出荷管理記録の確認 出荷管理チェック
体表の汚染 ４ 表
食肉中の薬剤残留 絶食 ccp 処理後１２時間前より給餌停止 目視検査 最終給餌時刻再確認 出荷管理記録

４
抗生物質投与鶏の出荷制限期間 ccp ○日前の後、抗生物質を投与していな 飼育管記録の確認 (出荷の延長) 残留試験
の遵守 ４ い

出荷カゴの洗浄・消毒 「ﾌﾞﾛｲﾗｰの出荷ﾏﾆｭｱﾙ」の遵守
出荷カゴのサルモネラ汚染 出荷かごの消毒済みの確認 洗浄・消毒の実施 目視検査 再洗浄・再消毒 出荷管理記録の確認 出荷管理記録

消毒済み証の確認 輸送業者の再検討

「ﾌﾞﾛｲﾗｰの出荷ﾏﾆｭｱﾙ」の遵守
輸送車のサルモネラ汚染 洗浄消毒済みの確認 輸送車内を洗浄・消毒してること 消毒済み証の確認 輸送業者の再検討 出荷管理記録の確認 出荷管理記録

農場入り口に車両消毒施設の設置 目視検査 洗浄・消毒方法の変 出荷管理記録の確認 出荷管理記録
更

搬入前の消毒液交換 消毒液の交換
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Ｃ Ｃ Ｐ 整 理 表

（ブロイラー）

ＣＣＰＮｏ． ＣＣＰ１

段階／工程 導入／鶏舎の洗浄・消毒

危 害 サルモネラの汚染

１ 消毒薬の噴霧不足 ６ 有機物残存

２ 器具の洗浄・消毒不足 ７ 鶏舎の消毒不足

危害の要因 ３ 堆積物の搬出不足 ８ 乾燥不足

４ 清掃不足 ９ 消石灰による消毒不足

５ 鶏舎・器具の破損 10 敷料の管理不足

防止措置 「洗浄・消毒マニュアル」の遵守

１ 消毒薬（○○）をロータリースプレー等で散布し、一晩放置、堆積物除去時

に粉塵がでない

２ 水洗可能な給餌器等については、高圧洗浄機等を用いて水洗・消毒（○○）

し、有機物が付着してない

管理基準 ３ ローダー等で十分に堆積物を除去し、水洗で容易に除去可能なレベルにする

４ 堆積物除去後に羽毛・糞便・塵埃等がでない

５ 鶏舎内をくまなく観察し、鶏舎の壁、天井、換気施設、自動給餌器等に破損

個所がない 床面コンクリートにひび割れ等がない

６ 高圧洗浄機で水洗し、有機物が残存してない

７ 消毒薬（○○）を適切な濃度・使用方法で行い、薬剤を交換して２回実施

（コクシジウム発生農家ではオルソ剤の散布を追加する）

８ 床に水たまりがないように十分に乾燥させる

９ 消石灰液を床面に均質に散布する

10 搬入する敷料は適切に保管され、器具等は搬入前に消毒する。

モニタリング １ 高圧洗浄機の圧力・温度確認

方法・頻度 ２ 消毒薬剤の確認

３ 消毒液の濃度確認 ：頻度：洗浄・消毒毎

４ 洗浄・消毒日時の確認

５ 清浄度及び破損の目視検査

（洗浄・消毒チェック表による）

１ 再噴霧 ６ 再水洗

２ 再清掃（再消毒） ７ 再消毒

改善措置 ３ 再搬出（再清掃） ８ 乾燥継続

４ 再清掃 ９ 再塗布

５ 再修理 10 購入先の変更・消毒・再消毒 保管場所の清掃

検証方法 １ 洗浄・消毒チェック表の確認

２ 施設設備管理記録の確認

３ 細菌（サルモネラ）検査（約４回／年）

記録文書名と １ 洗浄・消毒チェック表

記録内容 ２ 施設設備管理記録
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Ｃ Ｃ Ｐ 整 理 表

（ブロイラー）

ＣＣＰ Ｎｏ． ＣＣＰ２

段階／工程 飼育／健康チェック

危 害 サルモネラの汚染

危害の要因 異常鶏による感染の拡大

防止措置 異常鶏の早期発見・淘汰

管理基準 １ 異常鶏を１回／日以上淘汰し、臨床的に異常がない

２ 尻汚れ等が見られる鶏を１回／日以上淘汰し、下痢便が見られない

３ 発育不良鶏を１回／日以上淘汰（鶏種別発育標準に準じる）

４ 死亡・淘汰羽数（死亡率）は基準以下

モニタリング方法 目視検査・臨床検査

頻度

頻度：１回／日以上

改善措置 １ 異常鶏の確認徹底

２ 獣医師の指示の遵守

検証方法 １ 飼育管理チェック表の確認

２ 飼養管理記録の確認

３ 環境の細菌（サルモネラ）検査

記録文書名と １ 飼育管理チェック表

記録内容 ２ 飼育管理記録
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Ｃ Ｃ Ｐ 整 理 表

（ブロイラー）

ＣＣＰ Ｎｏ． ＣＣＰ３

段階／工程 飼育／薬剤等の投与（抗菌性物質）

危 害 抗菌性物質の残留

危害の要因 不適切な投与による食肉中の抗菌性物質残留

防止措置 １ 感受性抗菌性物質の適切な投与

２ 使用基準等並びに獣医師の指示の遵守

３ 出荷制限期間の遵守

管理基準 投与日時の記録と鶏舎の標示

１ 獣医師の指示に基づく投与プログラムを遵守して投与する

２ 投与した場合は管理記録に記録し、鶏舎に投与した旨及び出荷

制限期間を標示する

３ 投与プログラムに基づく出荷制限期間を遵守する

モニタリング方法 目視検査 投与羽数、投与日齢、投与方法の確認し、鶏舎に標示

（飼育管理チェック表による）

頻度 頻度：接種（投与）毎

改善措置 １ 投与の中止・出荷の延期・出荷制限期間の確認遵守

２ 記録、標示の徹底

３ 獣医師の指示の遵守

検証方法 １ 残留検査

２ 飼育管理チェック表の確認

３ 飼育管理記録の確認

記録文書名と １ 飼育管理チェック表

記録内容 ２ 飼育管理記録
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Ｃ Ｃ Ｐ 整 理 表

（ブロイラー）

ＣＣＰ Ｎｏ． ＣＣＰ４

段階／工程 出荷／出荷鶏の健康チェック

危 害 サルモネラの汚染 抗菌性物質の残留

１ 異常鶏の出荷

危害の要因 ２ 体表の汚染

３ 食肉中の抗菌性物質残留

防止措置 １ 健康な鶏を出荷

２ 絶食

３ 出荷制限期間の遵守

管理基準 １ 発育不良鶏を淘汰し、健康鶏を出荷する

２ 尻汚れ等体表汚染鶏を淘汰し、健康鶏を出荷する

３ 処理予定時間１２時間前より給餌停止、素嚢に残飼がない

４ 抗菌性物質投与鶏は、出荷制限期間を経過しているかどうか

確認する

モニタリング方法 １ 目視検査・臨床検査

頻度 ２ 素嚢の触診

３ 最終給餌時間の確認

４ 飼育管理記録の確認 頻度：出荷毎

改善措置 １ 異常鶏の淘汰

２ 出荷時間の延長

３ 最終給餌時間の再確認

４ 出荷期間の延長

検証方法 １ 出荷管理記録の確認

２ 環境の細菌（サルモネラ）検査

３ 残留試験

記録文書名と １ 出荷管理チェック表

記録内容 ２ 出荷管理記録
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ブロイラーにおけるフローダイアグラム（生産工程一覧図）

鶏舎の洗浄・消毒 消毒薬等

敷料・器具の搬入 敷料等の消毒 保管 輸送 敷料・器具

衛生害虫の駆除

素雛の搬入 輸送 素雛

飼 育

異常鶏の排除

ワクチン接種 ワクチン

抗菌性物質の投与 抗菌性物質

温湿度の管理

給 餌 保管 輸送 飼料

給 水 水

衛生害虫の駆除

飼料の給与停止

出荷カゴの搬入 洗浄・消毒 出荷カゴ

補 鳥

異常鶏の淘汰

出 荷
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危害特性要因図（ブロイラーの例）

飼料・水 導入鶏 飼育鶏 出荷

・飼料の汚染 ・導入鶏の保菌 ・飼育鶏の保菌 ・異常鶏の出荷
・給餌器の汚染 ・鶏体の汚染 ・鶏体の汚染 ・体表の汚染
・水の汚染 ・導入鶏の健康不良 ・栄養不良 ・食肉中の薬剤残留
・給水器の汚染 ・輸送ストレス ・病鶏の発生 ・輸送車両の汚染
・不良飼料飼料の混入 ・輸送器材の汚染 ・不適切な薬剤の使用
・飼料の変敗 ・輸送車の汚染 食鳥処理場

ﾌﾞﾛｲﾗｰ

・施設周囲、屋外施設 ・廃水処理 ・鶏舎の汚染 ・食品衛生意識の不足 出 荷
・汚染区と清浄区区分 ・衛生害虫対策 ・鶏舎床の汚染 ・飼養管理技術が未熟
・換気設備 ・防鳥、防鼠対策 ・鶏舎の破損 ・定期検診未受検
・洗浄消毒設備 ・ふん処理 ・器具の不良 ・手洗い不実施
・飼料保管調整施設 ・堆肥化処理 ・温度、湿度の不良 ・健康不良、保菌者
・給水設備 ・廃棄物処理 ・洗浄、消毒剤不備 ・衣服、長靴の汚染
・防鼠、防鳥構造 ・廃鶏処理 ・汚染、洗浄作業混在

施設設備 環境対策 鶏舎管理 従事者


